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Note: This is the cover page of the dissertation abstract. 
In the doctrinal dissertation, I examined how the iconography and the worship of 
Benzaiten changed in mediaeval Japan. This thesis consists of four chapters: (1) 
Introduction, (2) Classification of Benzaiten, (3) Uga-benzaiten found in the 
iconographic and historical documents, (4) The spread of Uga-benzaiten worship based 
on the Enoshima-engi.  
After discussing the background of the research with mentioning the previous 
works in the introduction, I classified various types of Benzaiten worshipped in Japan 
according to the iconographic characteristics in the second chapter. In the third chapter 
I describe how the Uga-benzaiten worship took the position of the previous Benzaiten 
worship radically in the middle of the thirteenth century, and I clarify the changes of 
the iconography and doctrine of Benzaiten at this time. Furthermore, through the 
history of the tozan-ha-shugen, which played an important role of spreading the 
worship of Jippi-benzaiten (Benzaiten with ten arms), I considered the formation of the 
images of the deity originated from Uga-benzaiten, which corresponds with the 
development of Benzaiten's doctrine. Finally, I examine the process of acceptance of the 
Uga-benzaiten’s worship, and I point out the existing of a religious group, which 
significantly contributed to its spread with utilizing the Enoshima-engi. 
In conclusion, I clarified following three points. (1)Benzaiten can be classified into 
six types according to its iconography, and Uga-benzaiten has eight major 
characteristics. (2) Several differences can be recognized between the iconographic 
materials and the literature sources as to the retinues of Uga-benzaiten, this fact may 
be caused from the procedure of interpretation of the scriptures of Uga-benzaiten. In 
addition, several deities depicted in the picture of Uga-benzaiten were unified with 
Uga-benzaiten as a single deity in the Muromachi Era. As its background, there are 
some new doctrinal interpretations about the identification of the deity. (3) The 
Enoshima-engi proves that the Benzaiten worship became syncretic with the 
indigenous religions in the eastern area of Japan, and the changes of Benzaiten worship 
discussed in the previous chapters correspond with the formation of the Enoshima-engi. 
The activity of Tendai priest group, which expanded into this area of this period, should 





























































































































現存の真名本の構成に至るまでには、第 1部から第 3部までの順で 3段階制作の可能性と、
第 1部と第 2部が同時期に成立し、第 3部を増補したという 2段階制作の可能性が考えら
れ、それぞれの制作過程には異なる人物が携わっていたと推測された。 
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（学位論文審査委員全員の審査により判定した。） 
５ 論文審査の結果の要旨 
 本論文は、日本中世における弁才天信仰について、その成立、受容と変容、地域的展開など
を、現存する作例、関連する文献、聖教、諸史料等を駆使して総合的に解明した労作である。
中世の日本仏教の信仰世界を、弁才天という仏教の尊格を通して見事に描き出した画期的な論
文で、仏教学、日本史学、日本文学、美術史などの幅広い分野に大きな影響を与えることが期
待される。全体はきわめて大部であることに加え、新出資料や従来の研究では看過されていた
重要な文献を数多く発掘し、論文の随所で新たな知見を提示している。 
 全体は五つの章で構成されている。第一章は論文全体のイントロダクションとして、中世仏
教史に関する最新の研究情勢をふまえ、弁才天を取り上げることの意義、その分析のための視
点、本論文で用いる主要な資料などを明らかにしている。とりわけ、仏教の経典、論書、儀軌、
次第書のみならず、縁起に代表される文学作品や歴史書なども重要な資料と位置づけ、さらに
実際の作例を通して、弁才天信仰に対して学際的なアプローチをとるという分析方法を示して
いる。 
 第二章「弁才天の分類」は、日本の弁才天をその図像学的な特徴から、いくつかの形式に分
類し、それぞれの特徴、図像の典拠、成立と変化などを克明に跡づけている。日本の弁才天の
基本的な形式は、日本に弁才天が伝えられた当初は、『大日経』にもとづく二臂で琵琶を持つ
形式と、『金光明最勝王経』にもとづく八臂をそなえそれぞれの手に武器を中心とする固有の
持物を持つふたつであったが、日本内部で独自の展開を遂げた。すなわち二臂の弁才天は妙音
弁才天に、八臂の弁才天は宇賀神と習合した宇賀弁才天へと展開し、さらに後者は、蛇の頭を
持つ天川弁才天という特異な形式へと発展していった。本章ではこれらのタイプの弁才天につ
いて、関連する文献と図像を網羅的に検討することで、それぞれの形式の成立と影響関係、混
淆のあり方などを明らかにしている。 
 第三章「図像・資料よりみた宇賀弁才天」では、前章の内容をふまえ、中世日本でとくに流
行を見た宇賀弁才天と天川弁才天を重点的に取り上げ、その図像形式がどのように作られ、展
開していったかを論じている。その結果、宇賀弁才天の図像的特徴が、文献と作例では必ずし
も同じようには推移せず、それぞれが独自の変化をとげていることが明らかになった。また、
宇賀弁才天とともに描かれる尊格に着目し、その類型を分析することで、宇賀弁才天を中心と
した天部の神がみ、とくに大黒天、荒神、吒枳尼天などの中世日本特有の異形の神がみからな
る複雑かつ壮大な信仰の世界が、その背後に存在していることが浮かび上がってきた。また、
天川弁才天については、天川という地域と密接な関係を持つ高野山がその信仰の普及に関与し
たことを、高野山に現存する新出資料から明らかにした。さらに、その背景として高野山と関
連の深い修験道の当山派の存在も指摘している。天川弁才天については、従来、台密との関係
が重視されてきたが、むしろ、東密が積極的にその普及に関与したことが注目される。 
 第四章「宇賀弁才天信仰の広まりと「江島縁起」」は、本論文の白眉とも呼ぶべき部分で、
きわめて充実した内容を持つ。日本の弁才天信仰の拠点のひとつとして名高い江島は、東国に
おける弁才天信仰形成に大きな役割を果たした。本章では「江島縁起」と総称される江島にお
ける弁才天信仰の由来を記した文献を中心に、関連する経典（日本撰述の偽経を含む）、史料、
儀軌、次第書、歴史書などを詳細に検討することで、宇賀弁才天の成立過程そのものと、その
背景にある中世の日本仏教全体のあり方を総合的に考察している。 
 はじめに、「江島縁起」に真名本、仮名本の二系統、およびその派生的な複数の系統がある
ことを確認し、それぞれの内容と先後関係を明らかにした。その上で、「江島縁起」の成立の
プロセスにおいて、高僧にまつわる物語、国生み神話、仏教による地主神降伏神話、龍神伝説
など、さまざまな神話や伝承が取り込まれていることを示した。また、「江島縁起」が成立し
た相模国と隣接する伊豆国の走湯山に着目し、その由緒を伝える「走湯山縁起」を「江島縁起」
とあわせて分析することで、この地域に弁才天信仰を核とした修験者のネットワークが存在し、
その拠点には富士山や箱根山も含まれることがわかった。 
 続いて、『吾妻鏡』などの歴史書に語られる弁才天と「江島縁起」との比較考察を行い、そ
の内容の違いから、それぞれの付加部分の抽出とそれらが加えられた理由を明らかにすること
で、「江島縁起」の形成過程のより綿密な分析が可能となった。さらに、「江島縁起」の諸本の
中で最も古い系統と考えられる真名本を、箕面山の縁起である『箕面寺秘密縁起』と比較した
結果、真名本の末尾に登場する「安然秘所記」という文献にもとづく部分が後世の付加部分で、
それを除く全体は、13 世紀前半というきわめて早い段階ですでに成立していたことが明らか
にされた。 
 これらの考察を統合し、さらに関連文献や人物の伝承等の分析も加え、現在残されている「江
島縁起」が異なる時代に付加された重層的な内容を持ち、最古の真名本に関しても段階的に成
立したことが示され、その背景に東国の修験者のネットワークと、それに対して大きな影響力
を持った比叡山の天台宗の僧たちがいたことが確認された。そして、江島を中心とした弁才天
信仰が自然発生的なものではなく、当時の日本仏教の中核を担う天台僧たちによる戦略的な宗
教活動の結果であることが明らかとなった。 
 最終章の第五章は本論文の結論であるが、これまでの議論を整理し、日本における弁才天信
仰の形成と展開を総合的に論じている。とくに、第四章で明らかになった宇賀弁才天の信仰の
拡大に天台僧が深く関与したことと、第三章で扱った天川弁才天の普及に東密が貢献したこと
を包括的にとらえることによって、弁才天信仰の展開を通して、中世の日本仏教に対して、あ
らたな枠組みを提示することができた。 
 以上、論文の概要を紹介してきたが、はじめにも述べたように、本論文は弁才天信仰という
仏教の信仰の中ではミクロな事例を扱いながらも、中世の日本仏教研究というマクロな世界に
まで考察は及ぶ。それは、筆者の扱った材料の多様さと豊富さ、ユニークな視点、分析の緻密
さ、発想の柔軟さなどによるものであろう。美術史的な作品分析や文献資料の正確な読解力も
それを支えている。高野山や江島などでの現地調査も数多く重ね、それまで知られていなかっ
た貴重な文献をいくつも発掘し、その意義を示したことも特筆すべきである。近年、多くの研
究者の注目している中世の日本仏教の研究に大きな貢献をなすことは確実である。 
 審査委員会においては、先行研究の紹介にいくつか重要な業績が抜けていること、第四章で
扱った「江島縁起」については、真名本に対して仮名本の分析が若干、手薄であったこと、筆
者が頻用する「異形」ということばにさらなる注意を払う必要があること、弁才天をふくむ一
部の図像資料が考察の対象になっていないことなどが指摘されたが、いずれも論文の瑕疵とは
言えず、今後の研究においてさらに検討すべき課題に位置づけられると判断された。 
 以上の評価をふまえ慎重な審査の結果、審査委員会は本論文が博士の学位を授与するに十分
な内容をそなえていることを確認した。 
 
